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大阪ガスのIR部長 松井です。

本日は、お忙しいところ、当社の2022年3月期第3四半期決算説明会に

ご参加いただきありがとうございます。

また平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

それではただ今より、2022年3月期第3四半期決算について、当社ホームページで開示し
ておりますプレゼンテーション資料に沿って、説明させていただきます。

4ページをご覧ください。
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4ページに、第3四半期決算のポイントをまとめています。

売上高については、国内エネルギー事業でのLNG価格の上昇に伴う販売価格の上昇や
、海外エネルギー事業のサビン・シェールガスプロジェクト、フリーポートLNGプロジェクトの
増収などにより、前年から808億円増収の1兆437億円となりました。
一方、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益については、タイムラグ影響などによ
り前年に比べて減益となりました。

経常利益の前年差について、次のページでご説明します。
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5ページに、経常利益の前年差について、セグメントに分けて示しています。

連結経常利益は、前年に比べて減益の572億円となりました。

国内エネルギー事業が主な減益要因であり、タイムラグ影響などにより548億円の減益とな
りました。

海外エネルギー事業では、フリーポートLNGプロジェクトやサビン・シェールガスプロジェク
トの利益貢献により、276億円の増益となりました。

また、ライフ＆ビジネス ソリューション事業では、情報ソリューション事業における新型コロ
ナ影響の緩和などにより20億円の増益となりました。

国内エネルギー事業の減益を海外エネルギー事業およびライフ＆ビジネス ソリューション
事業の増益で一部補いましたが、全体では前年に比べ242億円の減益となっています。
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6ページに、2022年3月期見通しのポイントをまとめています。

原油価格上昇など事業環境の変化をふまえ、業績予想を修正しました。

まず第４四半期の前提ですが、原油価格を75$/bblから85$/bblへ変更し、
為替は110円/$から115円/$へ変更しています。

通期見通しの売上高については、原油価格の上昇に伴う販売単価上昇等を見込み、前
回見通しより370億円増収の1兆5,470億円としています。

営業利益、経常利益については、国内エネルギー事業のタイムラグ影響による減益幅の
拡大などはあるものの、海外エネルギー事業の増益なども見込まれるため、前回見通しの
まま変更していません。

一方、親会社株主に帰属する当期純利益は、関係会社投資有価証券の
売却益計上等により、前回見通しより70億円増益の775億円としています。
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７ページに、経常利益について、前回見通しとの比較を示しています。

連結経常利益950億円は変更ありませんが、セグメント利益の内訳を変更しています。

国内エネルギー事業では、原油価格が想定より高めに推移したことよるタイムラグ差損の
拡大や、部品調達難の影響を受けた器具販売の減益などの影響により、

前回見通しより65億円の減益としています。

一方で海外エネルギー事業は、ヘンリーハブ価格の上昇に伴うサビン・シェールガスプロ
ジェクトの増益や、原油価格の上昇に伴う豪州上流事業の増益などを反映し、前回見通し
より55億円の増益としています。

ライフ＆ビジネスソリューション事業は、見通しを据え置いていますが、

セグメント調整について、第3四半期実績をふまえ10億円の増益としています。
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8ページに、2022年3月期 連結経常利益見通しと前年実績との比較を示しています。

先ほどご説明した通り今回の見通し修正により、国内エネルギー事業の前年からの減益が
拡大し、海外エネルギー事業の前年からの増益が拡大していますが、連結経常利益は前
回見通しを据え置いています。
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9ぺ－ジに、第3四半期の成長投資実績を示しています。

今年度の成長投資は1,900億円を計画しており、第3四半期末時点で1,056億円の実績で、
56%の進捗率となっています。

国内エネルギー事業ではガス火力発電所や再生可能エネルギー等に、海外エネルギー
事業では主に北米上流事業の開発等に、ライフ＆ビジネスソリューション事業では都市開
発事業等に、投資しています。

2021年12月末時点の財務健全性指標としては、一部について資本性が認められるハイブ
リッド社債を考慮すると、自己資本比率が46.8％、D/E比率が0.72となっており、今後も財
務健全性とのバランスを意識しながら、企業成長に向けた投資を進めていきます。

9



10ページから18ページは当期決算の詳細について、また19ページからは2022年3月期の
見通し詳細について記載しています。

以上で、当期決算と通期見通しの概要の説明を終わらせていただきます。
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